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【助成事業の概要】 
報告者らは，金属などの重厚な外殻で機器を覆うハウジングの代わりに，樹脂の充填，

包埋による耐圧防水機構を採用し，高圧の深海で長時間の撮影を可能とする簡易水中カ

メラシステムの開発を目標とし，研究を進めている。このうち，本助成事業では，●樹

脂充填によるフルネルレンズの採光への影響を検証し，樹脂充填の影響の無い映像取得

機構を開発する，●電子基板への樹脂包埋の影響検証を行う，●樹脂充填コネクタの開

発，リチウムイオンバッテリーの樹脂包埋法の開発を行う，ことを目的とした。樹脂の

開発と包埋法の改良は，エスイーシー・シープレックス株式会社（函館市）が担当し，

各種実験検証は，北海道大学所有の加圧水槽と北海道沿岸海域において実施した。 
 
【助成事業により得られた成果の概要】 
本研究開発では，耐圧防水樹脂としてエスイーシー・シープレックス株式会社が開発を

進める“Jellafin（ジェラフィン）”を採用し，市販の小型アナログカメラ，LED 照明器，

およびリチウムバッテリーから構成される水中撮影システムを構築し，これらの耐圧・

耐水性を実験により評価した。成果の概要は以下の通りである。 
・CAD と FDM 式 3D プリンタにより，水中カメラ，バッテリーユニットの筐体を作成

した。また，上記をシステムとして連結するための防水コネクタを作成した。試作した

筐体は，Jellafin との親和性の検証を重ねることにより最適化された（図 1，図 2）。 
・小型カメラの電子基板部，カメラモジュールの隙間部分を Jellafin によりシーリング

し，シーリング後の動作に異常がないことを確認した。また，シーリングにより，小

型カメラが防水化されていることを実海域試験で確認した（図 3）。 
・小型カメラのフルネルレンズでは，Jellafin 包埋によりレンズ効果を喪失する現象が

確認された。この現象を防ぐため，カバーグラスを用いたフルネルレンズ包埋手法を

開発し，取得画像の鮮明化に成功した（図 4）。 
・基盤を含む LED 照明システムを Jellafin により包埋し，防水性を確認した。また，

Jellafin 包埋による照度の減少がほぼ無いことを確認した。 
・筐体とコネクタに小型カメラを装着し，全体を Jellafin 包埋した水中カメラ部を作成

した（図 5）。 
・3D プリンタにより作成した筐体に市販のリチウムイオンバッテリーを収納し，

Jellafin 包埋による防水化を行った。同時に，通電に使用する Jellafin 包埋コネクタを開

発し，水中で利用可能な防水リチウムイオンバッテリーシステムを開発した。 



・水中カメラ部，LED 照明，リチウムイオンバッテリーから構成される水中撮影シス

テムを構築し，北海道大学の加圧水槽を用いた耐圧試験を実施した。この結果，5 メ

ガパスカル（水中深度 500 m）においても本システムは正常に作動することが確認さ

れた。（2025 年度以降，10 メガパスカルまでの実験を予定）。 
・2025 年 3 月現在，沿岸海域での動作試験を継続中 
 

 

  

 

 

図 1 開発したカメラ部分の 3D モデル 図 2 カメラの台座部分のモデル（上）と 

試作した台座ユニット 
 

 

  

図 3 Jellafin シーリングを施した小型カメラ 図 4 Jellafin 包埋によるレンズ効果の

喪失（左）と改良後の画像（右） 
 

  
図 4 開発した水中カメラ部 
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